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  ２月１９日（水）の授業参観及び学年懇談会には多くの保護者の方々に足を

運んで頂きありがとうございました。中学校最後の授業参観ではどちらの学級も

ドラえもんの『ぼくが生まれた日』という話を題材として取り上げました。誕生日

に宿題をやっていなかったり，プールの授業で使った濡れた水着袋をママに出さ

なかったりしたのび太は両親から強く叱られてしまいます。「ぼくなんて生まれて

こなければよかったんだ！」と家出をしたのび太をドラえもんはのび太が生まれた

日に連れて行きます。のび太は自分の誕生を心から喜び，伸び伸びと幸せに育

ってほしいという願いを込めて，のび太と名付けられたことを知り，両親の深い愛

情に気づくのでした。画面を見つめる皆さんの眼差しは真剣で，しっかりと物語

を受け止めていると感じました。 

 

のび太に共感 ２人に共感 ドラえもんに共感 

○誕生日に怒られたくない。 

○誕生日くらい，ゆっくりした

い。 

○誕生日を祝ってもらえない

のは悲しい。 

○自分もこういう気持ちにな

る事がたくさんあるから。他

の家の楽しそうな様子をの

ぞいてしまったら，余計そう

思ってしまうかもしれない。 

○誕生日に，あの扱いはかわ

いそう。怒るのは次の日にし

てほしい。 

○「うちの子じゃない」とか言

われたら嫌になる。 

○お母さんとお父さんはのび

太におめでとうと言ってい

なかったし，誕生日くらい甘

やかしてもいいんじゃない

かなと思った。 

○両親が怒りすぎていてのび

太が怒ったり悲しんだりして

いること。 

 

○のび太も

かわいそ

うだし，ド

ラえもん

の言って

る こ と も

確かだか

ら 

○家族に怒

られて冷

静じゃな

い時はの

び太に共

感すると

思 う け

ど，冷静

に な れ

ば，ドラえ

もんみた

いな意見

だと思う。 

 

○のび太のお母さんもお父さん

もいろいろやってくれるから。 

○実際自分が家族と生活して

いて，怒るときは自分のため

に言ってくれていて，大切にし

て貰っているという感覚があ

る。 

○だめなことをしたら注意してく

れるのも優しさだと思う。 

○「やるやる」と言って，やらな

いのび太が悪いから，注意さ

れるのも仕方ない。 

○親に怒られるのは，心配され

ているし，愛されている証拠。 

○のび太を可愛くないと思って

いたら，そもそも叱りもしない

と思う。 

○我が子を可愛いと思わない

親はいないと思う。 

○怒っても，しばらくしたら優しく

してくれるから。 

○のび太のことを考えているか

ら。 

今回の授業を通して考えたこと・感想 

 親と話した方がいい。  家族がいるのはとても幸運。 

 自分も家族に大事にされている
分，自分も家族を大切にしようと思
った。 

 今まで怒られてたのは一部ストレス
発散もあるけど，自分のためなんだ
と実感できた。 

 しっかりした大人になるために，ち
ゃんと勉強しようと思った。 

自分の名前の由来を知りたいと
思った。 

子供のことを可愛がっていない親
はいない。 

親と子の絆がわかった。親孝行し
ないといけないのがわかった。 



 親は私たちのために，いろいろ言っ
てくれていることを知った。 

 親はみんな，自分たちのことを思っ
て叱ってくれる。 

 感謝の気持ちを忘れてはいけな
い。 

 もっと勉強しようと思った。 

 自分を応援してくれる人がいるか
ら，それに応える。 

叱るのは子供のことを思っている
から。 

沢山喧嘩して反抗する時もあるけ
ど，立派な大人になるために教えて
くれていることだから感謝する。 

 子供のことを考えて叱ってくれてい
るのだと思った。親孝行をできるよう
にしたい。 

 だらけていた自分が恥ずかしく感
じた。親のことをリスペクトする。 

 ちゃんと勉強した方がいいと思っ
た。 

 みんな家族に愛されてる。  やるべきことをしっかりやる。 

 けんかをしてしまうと，その時はお
互いのことを嫌だと思ったり，自分は
可愛がられていないなどと思ったり
してしまうが，本当はお互い大切で
大好きな存在であることがわかっ
た。 

 いつも反抗してばっかだから，ドラ
えもんを見て，お母さんにさりげなく
感謝しようと思った。帰ったら手伝い
しようと思う。 

 親孝行したいと思った。  親のありがたみが改めてわかった。 

親が自分をどう思っているかは，ち
ゃんと聞いた方がいいと思った。 

 人によって様々な気持ちや意見が
あるとわかった。 

 改めて自分ものび太君と同じ場面
や気持ちになることもあるから，家族
に大切にされているなと実感した。 

 生まれることの大切さを学べた。誕
生日だけでなく，人生の１日１日を
大切に楽しく生きていきたい。 

のび太は親の意思を聞いて頑張ろ
うと思っていた。 

 のび太は家族に愛されてるから，
怒られているのだと思った。 

 親は子供を大切にしている。  家族との時間を大事にしたい。 

 改めて両親だけでなく，家族にも愛
されているんだと思った。 
 怒ることにも意味があって，そこに
も愛があるんだなと思った。 
 普段ちゃんと伝えられない「ありが
とう」を伝えたいと思った。 

 親はいつでも子供のことを大事に
思っていて怒ったりするけれど，それ
も愛されている証拠なんだなと思っ
た。 

 誕生日に怒られて家出するのび太
の気持ちもわかるし，ドラえもんの
「愛されているから親は怒る」にも 
共感できた。 

 親は大切にしてくれているからこそ
怒るんだと思った。 

 両親が自分につけてくれた名前を
大切にしながら，のび太のように期
待に応えられるように頑張ろうと思っ
た。 

 私ものび太のようにマイナス思考
になってしまうことがあるけれど，決
して１人ではない，両親は誰よりも自
分の味方なんだと思った。 

 私も日常生活でいつもお世話にな
っている人にしっかり感謝して生活 
していきたいと思った。 

 自分も両親に日々感謝の気持ちを
持ちながら生活していきたいと改め
て思った。 

 名前の意味を聞いて名前に合うよ
うに生きていきたい。 

 のび太のように自分の名前の由来
を聞いたら考え方が変わるかもしれ
ない。 

 僕たちはみんな愛情を込められて
育ってきているから，それを無駄にす
ることなく，やれることはしっかりやら
なければならない。 

 両親はのび太を大切にしているか
らこそ，悪いところを直そうとしている
のがわかった。 

 自分に子供ができた時も自分がさ
れたように愛情をもって接したい。自
分の気持ちもちゃんと伝えることが
必要だと思った。 

 怒られることは嫌だと思っていた
が，愛されている証拠だとわかった。 



 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2／24（月）～2／28（金）行事予定 
月日 曜 時間割 予 定 月日 曜 時間割 予 定 

2/２４ 月 

  振替休業日 

2/27 木 

朝学 ナビ SSW来校 

３年生下校目安

１6：1０ 

  １校時 木１ 

  ２校時 木２ 

  ３校時 木３ 

  ４校時 木４ 

  ５校時 木５ 

  ６校時 木６ 

2/25 火 

朝学 ナビ ４５分授業 

簡単清掃 

生徒会専門委

員会 

３年生下校目安

１5：5０ 

 

2/28 金 

朝学 ナビ 簡単清掃 

14:５０下校完了 １校時 月１ １校時 金１ 

２校時 月２ ２校時 金２ 

３校時 月３ ３校時 金３ 

４校時 月４ ４校時 金４ 

５校時 月５ ５校時 金５ 

６校時 月６ ６校時 × 

2/26 水 

朝学 ナビ 簡単清掃 

３年生下校目安

１4：5０ 

 

１校時 水１ 

２校時 水２ 

３校時 水４ 

４校時 水５ 

５校時 卒練 

６校時  

 


